
いつもお世話になります。

日本アジア投資株式会社 代表取締役社長の下村でございます。

2024年3月期の期末決算につき、ご説明いたします。



本日ご説明するのは、このうち２番から4番までです。

なお、当社では、ファンド連結基準と従来連結基準の2つの連結数値を開示してい
ますが、ここでは従来連結基準でご説明いたします。





それでは、実績について、前期との比較でご説明いたします。



こちらはPLのハイライトです。

営業収益は、9億6千4百万円となりました。前期から68％の減収です。また、親会
社株主に帰属する当期純利益は、15億7千4百万円の損失となり、赤字幅は前期に
比べ13億5百万円拡大しました。

株式の売却では、上場株式の売却は進捗しましたが、投資金額の比較的多額な未上
場株式の売却がありませんでした。また、中華圏のファンドの清算に伴い、回収見込
額の低下した銘柄への評価損や引当金が増加しました。

プロジェクトでは、前期は5件の売却がありましたが、当期の売却はメガソーラープ
ロジェクト1件のみとなり、売却益が減少しました。



こちらはBSのハイライトです。

総資産は、104億3千8百万円となり、前期末から22.2%減少しました。

現預金は、借入金の返済や、投資や融資の実行により減少しました。

フィナンシャル投資資産は、投資の回収と、評価損や引当金の計上により、減少しま
した。

借入金は、約定に基づく返済を行いました。

自己資本は、損失の計上や含み益の減少により減少しました。



次にキャッシュ・フローです。

営業活動によるキャッシュ・フローは、ファンドからの分配が増加したことや、ファン
ドへの出資額が減少したことから、前期に比べて増加しました。

キャッシュ・フロー全体では、3億6千5百万円減少し、キャッシュの期末残高は13億
9千6百万円となりました。



ここからは、中期経営計画の達成状況についてご説明します。



2022年3月期から3年間の中期経営計画では、事業方針として、スライドにある3
点を掲げていました。

このうち、フィナンシャル投資の流動化については、鋭意取り組み投資残高は減少し
ましたが、IPOが遅れる銘柄や売却交渉が合意に至らない銘柄もあり、資産の入替
を完了するまでには至りませんでした。また、回収額が見込みを下回り、利益や資金
を充分に確保することはできませんでした。その結果、依然として評価損や引当金
の発生が業績の下振れ要因となっています。一方で、中華圏では、ファンド清算に伴
い投資資産の損失処理を前倒しで完了しました。

プロジェクト投資の残高を増加させる計画では、ディストリビューションセンターへ
の投資は、新規案件の開発に想定よりも時間がかかり、投資残高の増加も想定を下
回る水準となりました。一方で、障がい者グループホームでは、地域金融機関との連
携により大きく進展しました。しかしながら、1件当たりの金額が小さいため、プロジ
ェクト投資全体の残高への寄与は限定的でした。また、投資対象プロジェクトを多様
化する計画では、多様なプロジェクトへの投資を行いましたが、収益寄与はまだ少
なく、収益の柱の構築には至っていません。

戦略投資先の株式売却益を増加させる計画では、2件を新規上場やM&Aにより売
却し、収益を得ました。一方で、業績が計画を下回る投資先も発生しています。

9



こちらは、投資プログラム別の事業戦略と、その達成状況です。

スライドには全てを列挙していますが、本日は、特筆すべきポイントとして、植物工
場と障がい者グループホームの２点をご説明します。

植物工場では、大手コンビニを軸に販売先を開拓し、4号工場まで事業規模を拡大
する計画でした。これに対する実績は、販売先の開拓は、大手外食チェーン向けを中
心に進みました。これに合わせて事業の規模も拡大しています。兵庫県丹波篠山市
の工場を増設したことに加え、戦略投資先が兵庫県養父市の工場を取得しました。
なお、篠山工場は、計画よりも黒字化が遅れていましたが、売上の増加により黒字
化まであと一歩という状況まで到達しています。

障がい者グループホームでは、大手銀行、リース会社とのファンド組成により50棟
への投資を目標としていました。これに対して、目標の件数には達していませんが、
地域金融機関との新規取引開拓が大きく進展しました。ファンドからの投資と合わ
せて3年間で24棟の投資を実行し、累計投資件数は28棟となりました。当期には、
建設会社との連携により複数の施設を一括して取得するスキームを実現し、投資件
数の増加や収益化までの期間短縮に寄与しています。
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こちらは、数値計画の達成状況です。

親会社株主に帰属する当期純利益は、3年とも計画から下振れ2024年3月期は大
幅な赤字となりました。

利益の下振れ要因は、営業総利益の段階から発生しています。これを内訳別に見る
と、

プライベートエクイティ投資では、計画していたフィナンシャル投資の売却益が、大き
く未達となりました。また、業況の悪化した投資先企業に対する引当金が、計画を超
過しました。その結果、3年間の累計で、営業総利益の実績は、計画の18％に留まり
ました。

プロジェクト投資では、売却益は1年目と2年目は計画を上回っていましたが、3年
目に計画していた売却が来期にずれ込んだため、3年間累計では計画未達となりま
した。また、運営中のプロジェクトの黒字化が遅れたことや、新規に投資したプロジ
ェクトの立上げコストが計画を超過したことから、達成率は37％となりました。

フィー収益は、ファンドの運営報酬やコンサルティングフィーが概ね計画を達成し、
計画比93％となりました。



ここからは、業績予想についてご説明します。



今回の業績予想は、レンジで発表しています。上限と下限の差額は、株式の売却に
よる収益です。

投資金額の比較的多額な未上場株式の売却による利益を見込んだ場合が上限とな
り、その売却が無い場合は下限となります。

下限となった場合も、２０２４年３月期から売却活動を続けているプロジェクトの売
却により黒字化を目指します。

その結果、営業収益は16億円から26億5千万円、営業利益は1億5千万円から8億
５千万円、経常利益は３億円から10億円、親会社株主に帰属する当期純利益は２億
５千万円から９億５千万円の見込みです。



最後に、業績見込値をご利用になるうえでの注意事項についてご説明いたします。

当社では、その事業特性上、合理的な投資損益の見込みが立てづらいために、業績
予想は開示しておりません。しかしながら、少しでも投資家の皆さまのご参考になれ
ばと考え、一定の前提のもとで策定した「従来連結基準の業績見込値」というものを
、あくまで参考情報として、公表しております。

その前提条件については決算短信に記載しておりますので、皆さまには、これを踏
まえて見込値をご利用頂ければと存じます。

また、今後開示すべき事象が生じた場合には、適時適切に開示をしてまいります。

以上で、私からのご説明は終了となります。

ご清聴ありがとうございました。


